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1。はじめに   

此『における一対比較行列のウェイト導出法には、  

主固有ベクトルを導く方法、幾何平均を利用する方法、  

算術平均を利用する方法などがある。例えば下のよう  

な十村比較において、  
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として分解することができ、これらはベンチマークど  

とに比率の違う、異なる評価値群とみなすことができ  

る。そして、これらの評価値郡に評価値一斉法の演算  

を行うと、  

Ⅹ   Y   

Ⅹ   3   7   

Y   1／3   3   

Z   1／7   1／3   

幾何平均を用いる場合は、  

g：挿＝2．753  

y：押応詔＝1   

Z：紳7擁×1＝0．362  

正規化することにより、その重みベクトルは、  

0．669  

0．243  

0．088  

として得られる。  

2。新しいウェイト導出法の提案   

さて、ここでこれらの方法とは別に、新しい重み導  

出法を提案する。一対比較において、各要素はその行  

における評剛軌ミ列のそれと比較してどれ  

くらい重要かを判断する。見方を変えればある列にお  

ける各要素の値はその列の要素をベンチマークとした  

評価値として表されていることになる。つまり先ほど  

の例で見るならば、一対比較を列で見ることにより、  

Ⅹ。Y。Zをベンチマークとした評価値、  
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0．669   

0．243  

0．088  

となり、先ほど幾何平  これらは正矧ヒすると  

均で求めたウェイトと一致していることが分かる。  

3．おわりに   

心『における、従来の十対比較のウェイト導出法に  

新しいウェイト導出法である同価単価比導出法』を  

提案した。本手法ではウェイトは各要素をベンチマー  

クとする評価値として要素の数だけ出現する。しかし、  

正規化することで唯一のウェイトが得られる。また、  

評価単価比導出法は評価値一斉法を利用している点か  

らも、A肝の新しい視点である支配代替案法、重み一  

斉法、評価値一斉法の一連の評価単価比を用いる演算  

はA肝における重要な定理であるといえる。  
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